
平成２７年８月２６日（水） 

平成２７年度 日本パラリンピック委員会選手発掘事業 

めざせパラリンピック！可能性にチャレンジ 2015 

  

「競技団体並びに都道府県障がい者スポーツ協会はじめ地域の関係団体と連携を図り、パラリンピックを

めざす障がい児者に、パラリンピックスポーツを体験する機会を提供することにより、将来のパラリンピッ

ク日本代表選手を発掘することを目的とする。」（実施要綱より抜粋） 

 大阪市長居障がい者スポーツセンターをメイン会場として、ヤンマーフィールド長居と 

２会場に分かれ行われた。 

大阪障がい者スポーツ指導者協議会からも、ボランティアとして約３０名が集まり 

それぞれの担当する会場で頑張っていた。 

パラリンピックスポーツを体験する障がい児者も、５０名以上集まりパラリンピックを 

めざす、良い体験が出来ていた。 

【報告】大阪障がい者スポーツ指導者協議会 平成２６年度年次総会 

平成２７年４月１９日(日) 場所：大阪市長居障がい者スポーツセンター ２階 会議室 

◎平成２６年度 事業報告について    

１事務局 

① 理事会の開催：協議会の運営体制やボランティア協力体制の調整を行うため理事会を１４回開催した。 

② 大阪府内の障がい者スポーツ大会・イベントに協力を行った。 

③ 第１４回全国障害者スポーツ大会への参加（参加する選手へのサポート） 

④ 平成２６年度大阪市障がい者スポーツ・レクリエーションひろばへの協力 

⑤ 各都道府県の障がい者スポーツ指導者協議会の全国会議に出席 

２研修部 

・研修を開催：平成２７年３月１４日（土）バリバラ(バリアフリーバラエティ)を通して障がいのある人との関わり

を、考える。～共に楽しむために～ 

３広報部 

・広報紙「第７２号」「第７３号」を発行 

４企画部 

・平成２７年１月１１日（日）舞洲スポーツセンター「新年のつどい」羽子板コーナーを担当 

◎平成２７年度 事業計画（案）について 

１事務局 

・各種ボランティアの要請・各種発送業務について迅速な対応・対処することとしたい。また、協議会の会員が意

欲的にボランティア活動やスポーツ指導をして頂けるよう努力したい。 

２広報部 

・協議会だよりに、身近な障がい者スポーツの紹介等を載せ情報を提供する。また、引続きホームページからの情

報も提供できるようにする。 

３研修部 

・障害者スポーツ指導の実践で役立つ内容と、日本障がい者スポーツ協会が定める競技種目を中心にした研修を、

年１～２回行いたい。 

４企画部 

・大阪障がい者スポーツ指導者協議会として、障がい者スポーツのイベントや大会が行えるような企画・案を考え

実行できるよう努力したい。その一環として平成２４年度に行った「スポーツいろいろカーニバル」の継続や、

各種障がい者スポーツ施設等とタイアップして行えるような行事を検討する。 
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受付 ゴールボール 開会式 

 

【目的】本大会は「障がいのある人が日頃の練習の成果を示す場

を提供することにより、意欲と自信を養うとともに、友好と親睦を

図り、また健康の維持増進、体力の向上や社会参加の機会とするこ

とを目的とします。」（実施要項より抜粋） 

 平成２７年９月２３日(水・祝)、大阪市舞洲障がい者スポーツセ

ンターにおいて、大阪市ふれあい水泳大会が行われた。 

 日頃の練習の成果を存分に発揮できる大会とあって、毎回３２０

名程の選手が集まる。恒例、人気の大会といえる。 

 スタッフにおいては、初めてふれあい水泳大会のボランティアを

体験する学生や障がい者スポーツ指導者もいた。 

 選手だけでなく、スタッフも友好と親睦を図ることができればと

思う。来年もまた、ふれあい水泳大会が楽しみである。 

記録証渡し所 誘導確認 

閉会式 

全員協力で片づけ 

編集後記 

 今年度、前半が過ぎた。たくさんの大会があり多くの人と交流することができた。 

１０月には全国障害者スポーツ大会が、和歌山県で開催される。是非、応援に行ってみてください。



講師  

国立障害者リハビリテーションセンター 

自立支援局就労移行支援理療教育部 

学院リハビリテーション体育学科  

細川 健一郎 氏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全盲者へ指導するための基本事項 

ボールゲーム指導の方法 

「国立障害者リハビリテーションセンターでは、２つの学校があります。ひとつは、学院リハビリテーション体育

学科という所で、障がい者のスポーツと健康づくりのための指導者を育成する専門課程で、専修学校になります。大

学を出た後、２年間学習をして社会に出ます。もう１つは、あん摩・マッサージ、鍼灸の国家資格をとるための学校が

あります。対象は視覚障害者の方々です。」の言葉から始まり、視覚障害に対するスポーツ指導のポイントを丁寧にわ

かりやすく講演して頂きました。講演内容の一部ですが、掲載いたします。（パワーポイントの使用の許可を頂いています）

総会 基調講演 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 昨年まで大阪で行われていたジャパンパラ水泳競技大会

も、今年は東京での開催となり東京辰巳国際水泳場で行わ

れた。 

 日本障がい者スポーツ協会公認障がい者スポーツ指導

員は、全国から約 30 名が集まり微力ではあるが、大会前

日より準備等に関わった。 

 選手の受付、そしてプール会場ではバナーや表彰場所な

ど、試合に向けての細やかな準備が進められた。 

 大会当日も、入退水、招集員、誘導係、その他の係りな

どスタッフの一員として活動することができた。 

 大会においては、アジア新記録(２個)、日本新記録(33

個)、大会新記録(58 個)が誕生した。 

 これからも選手たちの活躍が楽しみである。 

(広報：松浦) 

受付の準備 

選手の受付 

選手の招集場所 

バナー(オフィシャルパートーナー)の組み立て、 

今までと違い、マジックテープで簡単に出来上がった 

試合当日、応援席にもたくさんの人でいっぱいであった 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 大阪を代表する大きなヤンマースタジアム長居（大阪市長居陸上競技場）で、ジャパン

パラ陸上競技大会が開催され、天気も良好で汗もにじみ出た。 

大会前日の準備は、各競技団体ごとに黙々と進められた。 

協力団体の一つである障がい者スポーツ指導者協議会からは、３日間で４０名以上の

ボランティアが集まった。 

 この陸上競技大会のボランティアを初めて経験する方や、キッズルームへ子どもを預

け大会のボランティアに協力している方、また経験豊富な方など、ボランティアを通し

て会場ごとに障がい者スポーツ指導者同士の交流が持てたように思えた。 

 また IPC 公認大会もあって、出場選手の気迫を目の当たりに感じることもできた。 

選手のＩＤカードの紐をまとめ、

取りやすくしている 

障がい者スポーツ指導者協議会のみなさん 

選手の受付（五十音順に置かれたＩＤカード） 

好天に恵まれたスタジアム 
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